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操作量の短形波の波高値, あるいは時間幅が指定されたとき, 整定すべき目標値が一定位置, 一定速度お
よび一定加速度である場合について吟味 している｡ 目標値が一定速度あるいは一定加速度であり, 制御量
に定常偏差があるような場合には, 最初に加えるべき矩形波操作入力は逆極性となるO これを避けるため




求め, 操作量の制御方法によって不連続最適切換え制御を3種の方法に分類 し, その中で著者はパルス時
間幅指定方式なるものを提案 している｡ この方法は最短時間応答系ではないが次のような特徴を持ってい
る｡ すなわち(1)例えば2 次系の場合, 位相面上の切換線が直線となる｡(2)切換線上の切換点で時間おくれ
を生じても, 位相面上の軌道は原点に収赦 し, 線形制御としての性質を示す｡ (3)制御対象にむだ時間があ
るときでも, 制御量に不減衰振動が発生することを避けることが出来る｡
第6葦においては, 2次の制御系についてパルス時間幅指定方式による制御を他の不連続最適制御と比





文の第7章においては, 不連続点適切換制御系に対する自己適応制御を検討 している｡ まず不連続最適切
換え制御系では, 制御系の各要素が不変であるときはす ぐれた制御を行なうことができるが, 各要素の特
性が変化した場合は制御の性質を悪くし易い｡ 従って不連続最適制御を実際に適用する場合は, 連続線形
制御系に較べてその制御条件が酷 しいので, 特に適応制御が必要であることを述べ, 2つの方法を提案 し
ている｡ その第 1は有限時間整定に着目 した もので ある｡ たとえば2次の制御対象をもつ制御系におい
て, 制御の途中で制動比が急変 したとき, その大きさを検出して急変後の制御量を有限時間整定させる操









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
この論文は, 有限時間整定応答系の整定条件について吟味を加え, 必要な操作量の性質を詳細に検討す
るとともに, 最適切換え制御を有限時間整定系の立場から再吟味 し, 新 しい制御方式を提案 したものであ
る｡




な操作量の決定法に樽敏を有 し, 上にえた条件式を満足する範囲内で, 繰作量の波形を任意に仮定するこ
とができ,従来の矩形波形操作量の外に連続波形操作量も使用することができることを明らかにしている｡




操作量の波形の中で, 最短時間応答を与えるものは bang-bang制御である｡ しかしこの方式は, 一方
において, 切換線が簡単でない, 制御対象がむだ時間をもつと制御が困難になるなどの問題がある｡ これ
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